
令和８年度 大館市立長木小学校 学校便り 

 

 

 
～ 子ども、保護者、教師、地域、みんながパートナー ～ 

令和８年８月２６日〈第５号〉   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 学校に子どもたちの元気な声が戻ってきました。友達や先生と明るい挨

拶を交わし、夏休み中の出来事に会話が弾んでいました。始業式では、代

表児童の発表や校長先生のお話を真剣な顔で聞く姿があり、「２学期、が

んばろう」とする意欲が感じられました。実りと充実の日々になるように

子どもたちの指導にあたっていきます。どうぞよろしくお願いします。 

 

  

校長先生からの質問に、

挙手で答えています。 



自由研究、読書感想文、絵画、発明工夫、

工作など、様々な作品が並びました。図家室

に展示されていますので、ぜひ見にいらして

ください。 

 
 

 

  

「親子読書」はいかがでしたか。１学期には、図書委員会が全校児童に

図書室の本をたくさん借りてもらおうと「ＧＯすごろく」というイベント

を開いてくれました。すごろくでゴールすると図書委員手作りのしおりが

もらえるとあって、休み時間に本を借りる子がぐんと増えました。夏休み

には、家庭でも本を手に取る機会を増やしてもらおうと夏休みの課題の一

つに「親子読書」を設けました。中には、学校に来る「おおとり号」や市

の図書館を利用した子もいたようです。「試しに読んでみたら、おもしろ

かった。」なんていうこともあったのではないでしょうか。学校では、引

き続き読書運動に力を入れていきます。 

     

 

 

 

 

                  

                 ぜひ、ご活用ください。 



　１学期終業式。「校長あいさつ賞」を通知 「１ 明るいあいさつ」で、なんと97点（昨

表と共に全員に渡しました。校長の話の場で、 年同時期は84点）。きちんと努力してきた手

どうしても児童に伝えたいことがありまし 応えを子ども自身が感じているのですね。保

た。朝のあいさつ運動のことです。昨年度か 護者の評価は74点（同上65点）。点数に開

ら兆しはあったのですが運営委員会が上手に きはあるものの保護者の皆様も長木っ子の努

全校に呼びかけ、あいさつ運動への参加者が 力を感じている結果と捉えました。 

どんどん増えてきています。協力者が増える 　ペーパーテスト等で測られる〈認知能力〉

ことで生じる玄関前の混雑への対応と立ち位 に対して、点数に表しにくい〈非認知能力〉

置の工夫、望ましいあいさつの声、名前も呼 という言葉が教育界で取り上げられるように

んであいさつすること等、委員自身が活動を なってしばらく経ちます。４月のPTA総会

振り返り、個人と全体の課題を見つけ、翌日 全体会で取り上げたいくつかの話題はこれに

のあいさつにつなげます。〈計画→活動→反 触れたものでもあります。「ルール・規律を

省→実行〉のいわゆるPDCAサイクルを回す 守ること」「思いやりのある望ましい振る舞

ことで、らせん状に質を高めていくのです。 い」「ダイバーシティ」…。点数はつけにく

望ましい環境で適切な支援を受け能力を伸ば いけれども、どれも人生において大切にした

していく人の姿を目の当たりにしました。 い事柄と考えます。あいさつ運動への取組に、

　さらに、それらの活動の中心に教師ではな 長木っ子の非認知能力開花の芽を感じていま

く運営委員の児童がいるという事実も、うれ す。 

しい限りです。全校へアナウンスする行動力 　２学期以降、先生たちが長木っ子たちに特

も語りかけるような話し方も見事なもので、 に努力してほしい項目は、「２ 優しい言葉

全校児童の前で紹介せずにはいられない活躍 遣いをする」「３ ルールを守る・責任を持

ぶりでした。１学期MVPです。 つ」「10 話を正しく聞き取る」ことです。

　さて、夏休み直前に学校評価アンケートの どれも毎日の生活・学習において留意するこ

結果を配布いたしました。ご協力ありがとう とで力を伸ばしていけるはずです。何度でも

ございました。「17の実践目標」のうち、子 言います。だいじなのは『具体的なことを少

どもたちが特にがんばったと思っているのは しずつ続ける』ことです。期待しています。

【校長の本棚・Season2】　　　　 

『 妻が口をきいてくれません ／ 野原広子 』（集英社文庫）　　 
  　

　前回書いた通り、夏休み中に読 なっていきます。どこの家庭でも起こりそうな
みました。自宅に着いてページを 些細なすれ違いの積み重ねが、やがて生き地獄
めくると「あれっ、漫画だ」。〈イ を招きます。「あ～、似たようなことあったな

ラスト付きのエッセイ〉と勝手に想像していた ぁ」「これ、おんなじだよ」と身につまされな
ので、ややびっくり。第１部は夫目線で話が進 がら、一気読み。 

み、２部は同じ状況を妻側から見たもの。ここ 　読後、「もっとちゃんと話を聞こう」「優しく
が怖い。夫が「あれ、なんか怒ってる？」「口 しなきゃ」「ちゃんとありがとうって、言って
きいてくんないなぁ」「もう３日も話してない るかな」などと、猛省することしきりです。 

ぞ」「あれ？、２週間…」と思っている裏側で 　世の全ての男性にオススメです。
事態は進行し、妻が考えていたことが明らかに



日 曜 学校行事 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

1 火 学校安全日　全校合唱１⑤

2 水 クラブ６（写真撮影）

3 木 14:25

4 金 東中学区研究会(長木小）

5 土
6 日 いとくちびっ子マラソン

7 月 清掃場所移動日

8 火 民生委員あいさつ運動

9 水 クラブ７

10 木 全校合唱２ 14:25

11 金

12 土 あじさいレールロード育樹祭
13 日

14 月 委員会８（学習発表会打合せ）

15 火 プログラム・ポスター配付

16 水 クラブ８（児童）

17 木
街頭指導
学習発表会予行　予行反省会

14:25

18 金
パイプ椅子搬入
学習発表会準備⑤

19 土
学習発表会　給食なし
ズック持ち帰り日　 定刻一斉退校日

20 日
21 月 敬老の日
22 火 振替休日
23 水 秋分の日
24 木 振替休業日（１９日学習発表会）

25 金

26 土
27 日

28 月
学校納金集金日
清掃場所移動日   委員会

29 火

30 水
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